3.3　秋季
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（１）測定値の妥当性の検証
①イオンバランスの確認
・比は概ね0.8～1.2の範囲内（85%）。
・0.7未満の試料が9個あった。
・1.3を超える試料は無かった。
②マスクロージャーモデルによる検証
　・比は概ね0.8～1.2の範囲内（87%）。
　・0.7未満の試料が1個あった。
　・1.3を超える試料が22個あった。

（２）季節平均濃度と組成の分布[image: ]
　・PM2.5は全体に低めだが、例年同様、関東平野の中央から東寄りで相対的に高め。（全地点平均＝9.5 μg/m3）
　・主要成分組成はOCの割合が高かった。（全地点平均＝28%）
　・OCに次いで多い成分はSO42-。（全地点平均＝19%）


3.3.3　水溶性イオン成分濃度
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　・SO42-：全体に2 μg/m前後で地域差少ない。（全地点平均＝1.8 μg/m3）
　・SO2：全体に低め。（神奈川、埼玉、静岡の一部地点で高め）
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　・NO3-：全体としては低めだが、PM2.5濃度同様、関東平野の中央から東寄りで相対的に高め。（全地点平均＝0.5 μg/m3）
・NOx：東京、神奈川を中心に高め。

[image: ][image: ]
　・Cl-及びK+は、全体に低めであり、地域分布の傾向不明瞭。
　3.3.4　炭素成分濃度
[image: ][image: ]
　・EC：全体に低めであり、地域差は小さい。（全地点平均＝0.7 μg/m3）
　・OC：地域差小さい。（関東平野中央から東寄りで高い？）（全地点平均＝2.7 μg/m3）
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　・WSOCは傾向不明瞭。
・Oxは全体に低め。
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・WSOC/OC、OC/TCともに地域的な傾向は不明瞭。
[bookmark: _GoBack][image: ]
　・NMHCは傾向不明瞭。
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　・OCとOx及びNMHC間に明確な関係なし。
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　・OCとK+には顕著な相関なし。
　・WSOCとK+に正の相関（R=0.68）。
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　・char-ECとK+に正の相関（R=0.65）。
　・K+と炭素成分の相関より、植物燃焼との関連の可能性が示唆される。

3.3.5　無機元素濃度
・Cr、Mn、Fe、Cu、Zn、Pbは東京湾岸から関東平野中央部にかけて高め。（工業活動と関連）
・V、Niは東京湾岸等の沿岸部で高い傾向。（石油燃焼起源）
　・Na、Al、K、Ca、As、Seは地域的な傾向が不明瞭。
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